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昭
和
五
十
四
年
（
九
七
九
）
に
大
阪
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、
現

在
懐
徳
堂
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
新
田
文
庫
は
、
中
井
木
菟
麻

呂
の
異
母
妹
・
終
子
の
養
女
に
当
た
る
新
田
和
子
氏
が
所
蔵
し
て

い
た
資
料
で
あ
り
、
中
井
家
に
伝
わ
る
資
料
と
し
て
極
め
て
貴
重

な
価
値
を
持
つ
。
し
か
し
な
が
ら
、
寄
贈
さ
れ
た
時
期
が
『
懐
徳

堂
文
庫
図
書
目
録
』
が
刊
行
さ
れ
た
昭
和
五
十
一
年
(
-
九
七
六
）

よ
り
後
で
あ
り
、
従
っ
て
新
田
文
庫
に
含
ま
れ
る
書
籍
の
情
報
は

『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
懐
徳
堂
並
び
に
重
建
懐
徳
堂
の
研
究
を
進
め
る

上
で
、
新
田
文
庫
の
資
料
は
こ
れ
ま
で
十
分
に
は
活
用
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

筆
者
は
、
懐
徳
堂
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
の
過
程

で
、
新
田
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
懐
徳
堂
紀
年
』
に
関
す
る

序

言
『
懐
徳
堂
紀
年
』

中
国
研
究
集
刊
調
号
（
総
32
号
）
平
成
十
五
年
六
月
一

O
I三
三
頁

と
そ
の
成
立
過
程

調
査
を
行
っ
た
（
注
1
)
。
そ
の
結
果
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
成
立
と
大

正
初
期
に
お
け
る
懐
徳
堂
記
念
会
の
活
動
と
は
、
密
接
に
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
調
査
の

結
果
得
ら
れ
た
知
見
を
紹
介
し
つ
つ
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
成
立
過

の
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

『
懐
徳
堂
紀
年
』
は
、
懐
徳
堂
の
歴
史
を
ま
と
め
た
編
年
史
で
、

三
宅
石
庵
が
大
坂
で
塾
を
開
い
た
元
禄
十
三
年
(
-
七

O
O
)
か

ら
、
懐
徳
堂
が
廃
校
と
な
っ
た
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
ま
で
の
、

懐
徳
堂
に
関
す
る
様
々
な
出
来
事
を
漢
文
で
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

特
に
出
来
事
が
無
い
年
も
年
号
と
干
支
と
は
必
ず
記
さ
れ
て
お
り
、

年
表
の
よ
う
な
体
裁
に
な
っ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
手
稿
本

で
、
巻
末
に
本
文
と
同
一
の
筆
跡
の
識
語
が
付
さ
れ
、
識
語
の
末

第

『
懐
徳
堂
紀
年
』
と
は
何
か 竹

田

健
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尾
に
「
中
井
天
生
識
」
と
あ
る
。
こ
の
た
め
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の

著
者
は
中
井
木
菟
麻
呂
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

基
本
的
な
書
誌
的
情
報
は
、
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

[
書
式
]
白
口
、
四
周
双
辺
、
有
界
、
黒
魚
尾
の
紙
（
左
下
隅

に
「
東
京
榛
原
製
」
と
印
刷
さ
れ
た
罫
紙
）
を
使
用
。

九
行
2
0
字
前
後
。

[
内
題
]
「
懐
徳
堂
紀
年
」

尻
題
]
「
懐
徳
堂
紀
年
」
と
打
付
け
書
き

[
印
記
]
第
l
葉
右
下
に
「
新
田
文
庫
」
、
「
7
9
C
L
O
0
 5
3
4
」

[
装
丁
]
四
針
眼
訂
法
。
全
3
8
葉

[
備
考
]
随
所
に
墨
筆
・
朱
筆
・
藍
筆
で
、
本
文
及
び
割
り
注
ヘ

の
加
筆
訂
正
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
が
あ
る
。
紙
面
の
一

部
に
同
じ
罫
紙
を
切
り
取
っ
た
紙
片
を
貼
り
付
け
、
そ
の

紙
片
の
上
に
文
字
を
記
し
た
箇
所
も
あ
る
。
ま
た
、
本
文

に
は
圏
点
の
句
点
（
藍
筆
）
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

巻
末
の
中
井
木
菟
麻
呂
の
識
語
の
全
文
は
、

る（注
2
)
o

下
記
の
通
り
で
あ

懐
徳
堂
記
録
。
年
歳
之
可
徴
者
。
寛
政
以
前
有
學
問
所
建
立

記
録
。
懐
徳
堂
内
外
事
記
。
學
校
公
務
記
録
。
天
保
以
後
有

寒
濤
棲
居
諸
録
。
中
間
則
閑
如
也
。
其
餘
則
文
詩
簡
贖
耳
。

斯
編
之
成
。
在
蒼
卒
之
際
。
居
諸
録
不
得
悉
閲
。
取
材
於
遺

書
。
亦
不
過
其
二
三
。
異
日
嘗
随
獲
而
追
録
焉
。

大
正
三
年
冬
十
一
月
莫
陰
後
学
中
井
天
生
識

こ
の
識
語
か
ら
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
は
懐
徳
堂
の
歴
史
を
記
録
す

る
こ
と
を
意
図
し
て
、
中
井
木
菟
麻
呂
が
大
正
三
年
(
-
九
―
四
）

に
著
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
執
筆
に
当
た
っ
て
用
い
ら
れ

た
主
な
資
料
は
、
寛
政
以
前
に
つ
い
て
は
『
學
問
所
建
立
記
録
』

『
懐
徳
堂
内
事
記
』
『
懐
徳
堂
外
事
記
』
『
學
校
公
務
記
録
』
、
天

保
以
後
に
つ
い
て
は
並
河
寒
泉
の
『
居
諸
録
』
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
の
他
詩
文
や
手
紙
も
参
照
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
ま
た
、

「
蒼
卒
の
際
に
在
り
て
、
居
諸
録
悉
く
は
閲
す
る
を
得
ず
。
材
を

遺
書
に
取
る
こ
と
も
、
亦
た
其
の
二
三
に
過
ぎ
ず
」
と
の
記
述
か

ら
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
執
筆
が
急
が
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

し
か
し
、
木
菟
麻
呂
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
何
の
た
め
に
『
懐

徳
堂
紀
年
』
を
執
筆
し
た
の
か
、
ま
た
執
筆
を
急
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
事
情
が
何
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
、
北
山
文
庫
の
中
に
も
、
同
じ
く
『
懐

徳
堂
紀
年
』
と
い
う
名
を
持
つ
文
献
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
（
注
3
)
。
新
田
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
懐
徳
堂
紀
年
』
（
以

下
、
新
田
文
庫
本
）
と
北
山
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
懐
徳
堂
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紀
年
』
（
以
下
、
北
山
文
庫
本
）
と
は
、
全
体
と
し
て
概
ね
同
じ
内

容
で
あ
り
、
両
本
に
使
用
さ
れ
て
い
る
罫
紙
や
そ
の
葉
数
も
同
じ

で
あ
る
。
ま
た
先
に
紹
介
し
た
新
田
文
庫
本
巻
末
の
識
語
は
、
北

山
文
庫
本
に
も
全
く
同
一
の
も
の
が
付
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
末

尾
に
「
中
井
天
生
識
」
と
記
さ
れ
、
加
え
て
「
天
生
」
「
成
文
」
の

印
記
も
あ
る
。
新
田
文
庫
本
の
方
が
本
文
の
筆
遣
い
が
や
や
あ
ら

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
両
本
の
筆
跡
も
同
一
人
物
の
も
の
と
認

め
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
『
懐
徳
堂
紀
年
』
は
、
と
も
に
中
井
木

菟
麻
呂
が
執
筆
し
た
、
基
本
的
に
同
一
の
文
献
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
も
っ
と
も
、
両
者
は
全
く
同
じ
文
献
と
い
う
訳
で
は
な
い
。

詳
し
く
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
両
本
は
と
も
に
そ
の
本
文
に
対
し

て
修
正
が
多
数
加
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
修
正
が
な
さ
れ
る

前
の
本
文
を
比
較
す
る
と
、
両
本
の
間
に
は
多
数
の
字
句
の
異
同

が
存
在
す
る
。
ま
た
、
両
本
に
加
え
ら
れ
て
い
る
修
正
の
内
容
も
、

わ
ず
か
な
例
外
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
北
山
文
庫
本
を
調
査
し
た
際
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
成
立
の
事

情
を
記
し
た
と
見
ら
れ
る
貴
重
な
資
料
が
得
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、

折
り
た
た
ま
れ
て
峡
内
に
挟
み
込
ま
れ
た
一
枚
の
原
稿
用
紙
で
あ

る
。
昭
和
初
期
に
大
阪
府
立
図
書
館
に
勤
め
、
重
建
懐
徳
堂
の
幹

事
で
も
あ
っ
た
上
松
寅
三
が
、
昭
和
四
年
(
-
九
二
九
）
に
書
い

た
と
見
ら
れ
る
こ
の
原
稿
用
紙
に
は
、
漢
文
で
次
の
よ
う
に
記
さ

上
松
寅
一

識

大
正
年
十
月
先
帝
陛
下
為
陸
軍
大
演
習
統
監
行
幸
大

阪
府
此
時
懐
徳
堂
記
念
會
有
嘱
懐
徳
堂
編
年
史
之
編
干
中
井

木
菟
麻
呂
氏
以
供
乙
夜
之
覧
之
議
既
而
稿
成
焉
理
事
故
文

學
博
士
西
村
時
彦
氏
聯
加
取
舎
而
浄
書
清
装
納
之
函
以
請
偲

献
幸
辱
嘉
納
本
書
即
是
其
底
本
突
時
予
幹
事
頃
日
探
之
筐

底
乃
加
峡
以
返
贈
云

昭
和
四
年
七
月

大
正
三
年
(
-
九
―
四
）
に
大
正
天
皇
が
陸
軍
大
演
習
を
統
監

す
べ
く
大
阪
に
行
幸
し
た
折
、
懐
徳
堂
記
念
会
が
大
正
天
皇
に
懐

徳
堂
の
編
年
史
を
献
上
す
る
こ
と
に
し
、
そ
の
執
筆
を
中
井
木
菟

麻
呂
に
依
頼
し
た
。
木
菟
麻
呂
が
執
筆
し
た
原
稿
に
対
し
て
、
記

念
会
の
理
事
で
あ
っ
た
西
村
天
囚
が
「
聯
か
取
捨
を
加
」
え
て
修

正
し
、
浄
書
し
て
大
正
天
皇
に
献
上
し
た
。
北
山
文
庫
本
は
そ
の

「
底
本
」
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

後
に
、
こ
う
し
た
『
懐
徳
堂
紀
年
』
成
立
の
事
情
に
つ
い
て
は
、

中
井
木
菟
麻
呂
が
著
し
た
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
識
語
に
も
記
述
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
「
懐
徳
堂
年
譜
」
は
、
菟
麻
呂
が
漢
字
仮

名
交
じ
り
文
で
記
し
た
懐
徳
堂
の
編
年
史
で
、
大
正
十
四
年
（
一

九
二
五
）
に
再
刊
さ
れ
た
『
懐
徳
堂
考
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

れ
て
い
る
（
注
4
)
0
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中

井

天

生

識

そ
の
巻
末
に
付
さ
れ
た
識
語
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

懐
徳
堂
に
編
年
の
記
録
な
し
年
歳
の
徴
す
へ
き
者
寛
政
以
前

に
は
懐
徳
堂
内
外
事
記
學
校
公
務
記
録
あ
り
天
保
以
後
に
は

寒
濤
棲
居
諸
録
あ
り
其
餘
は
文
詩
簡
贖
の
み
大
正
三
年
冬
十

一
月
天
子
武
を
描
河
泉
の
野
に
閲
し
大
霜
を
大
阪
城
に
駐
め

さ
せ
給
ひ
し
時
懐
徳
堂
記
念
會
薔
學
校
の
年
譜
を
乙
夜
の
覧

に
供
し
奉
ら
む
と
欲
し
天
生
に
嘱
し
て
編
纂
せ
し
め
き
嘗
時

蒼
黄
嘔
を
援
き
年
次
に
因
り
て
書
院
興
暖
の
顧
末
を
牧
録
せ

し
者
を
懐
徳
堂
紀
年
と
い
ふ
記
念
會
頗
る
制
削
し
て
猷
納
の

事
を
終
へ
た
り
後
天
生
其
薔
稿
を
増
修
し
書
題
を
改
め
て
懐

徳
堂
年
表
と
為
し
以
て
家
に
蔵
す
今
絃
甲
子
の
夏
懐
徳
堂
記

念
會
碩
園
西
村
博
士
の
懐
徳
堂
考
を
刊
行
す
る
拳
あ
り
巻
尾

に
年
譜
を
附
載
せ
む
と
欲
し
教
授
松
山
直
蔵
君
を
以
て
天
生

に
其
編
纂
を
託
せ
ら
る
因
り
て
懐
徳
堂
年
表
を
撮
略
し
て
本

編
を
撰
し
題
し
て
懐
徳
堂
年
譜
と
い
ふ
讀
者
請
ふ
懐
徳
堂
編

年
の
記
録
に
大
同
に
し
て
小
異
な
る
斯
の
三
編
あ
る
こ
と
を

領
得
し
給
は
む
こ
と
を

大
正
甲
子
仲
夏

こ
の
識
語
は
大
正
三
年
に
記
さ
れ
た
部
分
を
含
む
形
で
、
「
大
正

甲
子
」
、
す
な
わ
ち
大
正
十
三
年
(
-
九
二
四
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

大
正
三
年
の
部
分
は
、
先
に
見
た
木
菟
麻
呂
の
『
懐
徳
堂
紀
年
』

の
識
語
と
書
か
れ
た
年
月
が
一
致
し
て
お
り
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の

識
語
の
前
半
部
を
簡
略
に
し
、
か
つ
書
き
下
し
に
し
た
も
の
と
見

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
は
大
正
十
三
年
に
書
か
れ
た
部
分
で
、

そ
こ
に
は
『
懐
徳
堂
紀
年
』
執
筆
の
事
情
が
、
著
者
で
あ
る
木
菟

麻
呂
自
身
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
、
上
松
寅

三
が
記
述
す
る
と
こ
ろ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
従
っ
て
、
『
懐
徳
堂
紀

年
』
が
大
正
天
皇
に
献
上
す
る
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
文
献
で
あ
る

こ
と
、
そ
の
原
著
者
は
中
井
木
菟
麻
呂
で
あ
る
が
、
懐
徳
堂
記
念

会
、
具
体
的
に
は
お
そ
ら
く
西
村
天
囚
に
よ
っ
て
修
正
が
加
え
ら

れ
、
そ
の
上
で
浄
書
さ
れ
て
大
正
天
皇
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
は
、

ほ
ぽ
間
違
い
な
い
。

そ
こ
で
、
大
正
天
皇
に
献
上
さ
れ
た
『
懐
徳
堂
紀
年
』
が
現
存

す
る
か
ど
う
か
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
果
た
し
て
そ
れ
は
宮
内
庁
書

陵
部
に
現
存
し
た
。
『
懐
徳
堂
紀
年
』
が
執
筆
さ
れ
た
動
機
か
ら
判

断
し
て
、
大
正
天
皇
に
献
上
さ
れ
て
現
在
宮
内
庁
書
陵
部
が
所
蔵

す
る
『
懐
徳
堂
紀
年
』
（
以
下
、
宮
内
庁
本
）
を
『
懐
徳
堂
紀
年
』

の
完
本
と
位
置
付
け
る
な
ら
ば
、
随
所
に
多
数
の
書
き
込
み
が
存

在
す
る
新
田
文
庫
本
と
北
山
文
庫
本
と
は
、
そ
の
稿
本
と
見
な
さ

れ
よ
う
。

(13) 



第
二
章
新
田
文
庫
本
・
北
山
文
庫
本
に
お
け
る
修
正

従
っ
て
、
二
種
類
の
稿
本
で
あ
る
新
田
文
庫
本
と
北
山
文
庫
本

と
の
先
後
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

『
懐
徳
堂
紀

年
』
の
成
立
過
程
を
概
ね
解
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
新
田
文
庫
本
と
北
山
文
庫
本
と
の
先
後

関
係
を
検
討
す
る
手
が
か
り
を
得
る
べ
く
、
両
本
に
加
え
ら
れ
た

修
正
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

先
ず
新
田
文
庫
本
に
加
え
ら
れ
て
い
る
修
正
に
つ
い
て
見
て
み

よ
う
。新
田
文
庫
本
に
お
け
る
修
正
は
、
大
部
分
が
本
文
に
対
し
て
直

接
書
き
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
書
き
込
み
は
、
墨
筆
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
が
、
一
部
は
藍
筆
で
、
ま
れ
に
赤
鉛
筆
や
青
鉛
筆
に
よ

る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
他
、
紙
面
に
紙
片
が
貼
り
付

け
ら
れ
、
そ
の
上
に
本
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
そ

の
中
に
は
本
文
の
修
正
を
目
的
と
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

始
め
に
、
本
文
に
対
し
て
直
接
書
き
込
ま
れ
た
修
正
に
つ
い
て

見
て
み
る
と
、
本
文
の
或
る
一
字
の
上
に

「
O
」
を
書
き
込
ん
だ

り
、
或
い
は
本
文
の
文
字
列
上
に
縦
に
連
続
し
た
線
を
書
き
込
ん

だ
り
し
た
箇
所
が
多
数
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
書
き
込
み
は
、
墨

ま
た
、
墨
筆
で
、
本
文
の
文
字
と
文
字
と
の
間
に
小
さ
な
「

O
」、

或
い
は
「
ヽ

」
を
加
筆
し
た
上
で
、
そ
の
右
脇
に
も

「
O
」
或
い

は
「
ヽ
」
を
記
し
、
続
け
て
字
句
を
書
き
込
ん
で
い
る
箇
所
も
多

い
（
図
③
•
図
④
）
。
加
え
て
、
墨
筆
或
い
は
藍
筆
で

、

本
文
の
文

字
と
文
字
と
の
間
か
ら
左
、
或
い
は
右
脇
に
線
を
引
き
、
字
句
を

そ
の
線
の
先
に
書
き
込
む
場
合
も
あ
る
（
固
⑤
）
。
こ
れ
ら
は
、
い

図
②
（
新
田
文
庫
本
第
七
葉
表
第
五
行
）

図
①
（
新
田
文
庫
本
第
四
葉
褻
第
九
行
）

筆
の
も
の
と
藍
筆
の
も
の
と
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
右
脇
に

別
の
字
句
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
（
図
①
•
図
②
）
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
所
謂
見
せ
消
ち
で
あ
り
、
上
か
ら
書
き
込
ま

れ
た

「
O
」
や
線
は
、

削
除
を
指
示
す
る
も
の
で
、
ま
た
右
脇
に

書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
字
句
は
、
削
除
さ
れ
た
箇
所
に
新
た
に
挿

入
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
文
字
列
で
あ
る
。

(14) 



こ
の
他
に
、
本
文
右
脇
に
墨
筆
で
小
さ
く
字
句
だ
け
を
書
き
込

ん
だ
も
の
、
本
文
と
し
て
青
鉛
筆
で
書
き
込
ん
だ
も
の
、
墨
筆
で

行
と
行
と
の
間
の
罫
線
上
に
字
句
を
加
筆
し
た
も
の
な
ど
も
あ
る

が
、
そ
れ
ら
も
皆
字
句
の
挿
入
を
指
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
本
文
に
は
藍
筆
に
よ
る
句
点
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
句

図
⑤
（
新
田
文
庫
本
第
七
莱
表
第
二
行
）

図
④
（
新
田
文
庫
本
第
四
葉
裏
第
四
行
）

図
③
（
新
田
文
庫
本
第
四
葉
表
第
六
行
）

ず
れ
も
本
文
に
字
句
を
挿
入
す
る
よ
う
指
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

図
⑮
の
箇
所
は
、
墨
筆
で
「
為
」
上
に
「

O
」
を
、
ま
た
そ
の

右
に
「
製
」
を
加
筆
す
る
修
正
と
、
藍
筆
で
「
遺
」
上
に
「

O
」

を
、
「
墨
」
の
右
に
「
述
」
を
加
筆
す
る
修
正
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。

藍
筆
に
よ
る
句
点
が
、
加
筆
さ
れ
た
「
迩
」
の
右
下
に
あ
る
た
め
、

藍
筆
に
よ
る
句
点
の
付
加
は
墨
筆
に
よ
る
本
文
の
修
正
の
後
で
あ

る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
藍
筆
に
よ
る
本
文
の
修
正
も
、

そ
れ
と
同
時
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

但
し
、
藍
筆
に
よ
る
本
文
の
修
正
は
、

第
三
十
二
葉
よ
り
前
の

図
⑥
（
新
田
文
庫
本
第
七
葉
表
第
一
行
）

点
の
付
加
は
基
本
的
に
、
字
句
の
削
除
や
挿
入
な
ど
を
指
示
す
る

本
文
へ
の
書
き
込
み
が
な
さ
れ
た
後
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
固
②
の
箇
所
の
よ
う
に
、
削
除
さ
れ
た
本
文
に
は
句
点
が

付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
右
脇
に
書
き
込
ま
れ
挿
入
さ
れ
た
字
句
の
右

下
に
句
点
が
付
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ

る。
な
お
、
藍
筆
の
句
点
が
付
さ
れ
る
際
に
、

の
修
正
も
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

同
時
に
藍
筆
で
本
文

(15) 



部
分
で
は
わ
ず
か
に
三
箇
所
し
か
な
い
の
に
対
し
て
、
第
三
十
二

葉
か
ら
巻
末
の
第
三
十
八
葉
に
か
け
て
は
十
箇
所
存
在
す
る
。
第

三
十
二
葉
か
ら
巻
末
ま
で
の
部
分
に
は
、
墨
筆
に
よ
る
本
文
の
修

正
も
二
十
五
箇
所
あ
り
、
こ
の
部
分
の
本
文
の
修
正
が
、
藍
筆
だ

け
で
な
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
藍
筆
に
よ
る
本
文
の
修

正
は
、
藍
筆
に
よ
る
句
点
の
付
加
と
同
時
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な

く
、
墨
筆
に
よ
る
本
文
の
修
正
や
藍
筆
に
よ
る
句
点
の
付
加
と
は

別
の
機
会
に
行
わ
れ
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
紙
面
に
紙
片
を
貼
り
付
け
て
行
わ
れ
た
修
正
に
つ
い

て
見
て
み
る
。

新
田
文
庫
本
に
お
け
る
紙
片
の
貼
り
付
け
は
、
単
に
紙
面
の
上

か
ら
紙
片
を
貼
り
付
け
る
場
合
と
、
紙
面
の
一
部
を
切
り
取
り
、

そ
の
部
分
に
紙
片
を
貼
り
付
け
る
場
合
と
が
あ
る
。
上
か
ら
紙
片

を
貼
り
付
け
て
あ
る
場
合
、
紙
片
に
授
わ
れ
て
い
る
も
と
も
と
の

文
字
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
箇
所
も
あ
る
が
、
現
状
で
は
確

認
で
き
な
い
箇
所
も
あ
る
。
紙
面
を

一
部
切
り
取
っ
た
上
で
紙
片

が
貼
り
付
け
て
あ
る
場
合
は
、
無
論
切
り
抜
か
れ
た
部
分
の
文
字

に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。

こ
う
し
た
紙
片
の
貼
り
付
け
の
中
に
は
、
本
文
を
書
写
す
る
前

の
段
階
で
、
書
き
損
ね
て
反
故
と
な
っ
た
罫
紙
を
再
利
用
す
る
た

め
に
行
っ
た
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
文
の
修
正
と
は
直
接
は

関
わ
ら
な
い
。

こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
「
懐
」
の
字
を
行
頭
か
ら
書
こ
う
と
し
た

際
、
何
ら
か
の
事
情
で
中
断
し
て
反
故
と
な
っ
た
罫
紙
が
あ
り
、

後
で
そ
れ
を
再
利
用
す
る
た
め
、
上
か
ら
同
種
の
罫
紙
を
切
り
取

っ
て
作
っ
た
紙
片
を
貼
り
付
け
て
、
書
き
損
じ
た
部
分
を
衷
い
隠

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
•

紙
面
の
一
部
を
切
り
取
り
、
そ
の
部
分
に
別
の
罫
紙
か
ら
切
り

取
っ
た
紙
片
を
貼
り
付
け
て
い
る
場
合
の
ほ
と
ん
ど
は
、
や
は
り

反
故
紙
の
再
利
用
の
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

十
六
葉
表
第
一
行
、
第
十
五
•
十
七
葉
表
第
一
行
か
ら
第
二
行
、

第
十
八
•
十
九
•
三
十
七
葉
表
第
一
行
か
ら
第
三
行
ま
で
は
、
い

ず
れ
も
行
単
位
で
罫
紙
が
切
り
取
ら
れ
、
そ
の
部
分
に
別
な
罫
紙

が
貼
り
付
け
ら
れ
、
そ
の
上
に
本
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
切
り

取
ら
れ
て
い
る
の
は
い
ず
れ
も
各
葉
の
表
、
冒
頭
部
の
一
行
か
ら

三
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
こ
れ
ら
は
、
書
き
損
ね
て
反
故
と

な
っ
た
罫
紙
を
再
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

図
⑦
（
新
田
文
庫
本
第
十
三
葉
表
第
一
行
）

例
え
ば
、
次
の
図
の
を
見
て
み
よ
う
。
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・
も
っ
と
も
、
紙
片
の
貼
り
付
け
が
す
べ
て
反
故
紙
の
再
利
用
を

目
的
と
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
本
文
を
書
写
し
つ
つ
あ
る
時
や

書
写
を
終
え
た
後
で
誤
字
・
脱
字
な
ど
に
気
付
き
、
そ
れ
ら
を
修

正
す
る
た
め
に
、
或
い
は
本
文
の
修
正
を
覆
い
隠
し
て
浄
書
す
る

た
め
に
、
紙
面
に
紙
片
の
貼
り
付
け
て
そ
の
上
に
字
句
を
記
し
た

箇
所
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
本
文
の
修
正
に
関
わ
る
も

の
と
い
え
よ
う
。

例
え
ば
、
第
十
二
葉
裏
第
一
行
（
安
永
）
「
五
年
丙
申
春
二
月
」

の
「
春
」
は
、
紙
面
に
上
か
ら
貼
り
付
け
ら
れ
た
紙
片
に
記
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
紙
片
の
下
に
は
、
も
と
も
と
「
西
」
の
字
が
記

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
後

文
の
「
西
手
」
に
目
移
り
し
た
か
何
か
で
「
西
」
と
誤
っ
て
書
い

た
後
で
、
そ
れ
を
修
正
す
る
た
め
に
紙
片
が
貼
り
付
け
ら
れ
、
そ

の
紙
片
の
上
に
正
し
い
字
句
を
記
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
第
十
三
葉
表
第
七
行
七
字
目
か
ら
八
行
末
尾
に
か
け
て
の

箇
所
に
つ
い
て
、
こ
の
部
分
は
、
貼
り
付
け
ら
れ
た
紙
の
下
に
、

「
竹
山
母
植
村
氏
壽
蹟
七
十
春
三
月
設
宴
請
客
三
次
詩
章
四
十
有

八
首
収
在
懐
徳
辛
丑
壽
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
字
句
は
、

続
く
第
十
三
葉
襄
第
一
行
三
字
目
か
ら
第
二
行
末
尾
ま
で
の
本
文

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
お
そ
ら
く
こ
の
箇
所
は
、
本
文

と
し
て
「
竹
山
母
」
か
ら
「
懐
徳
辛
丑
壽
巻
」
ま
で
を
記
し
た
後

で
、
こ
の
事
項
の
前
に
記
す
べ
き
事
項
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、

一
旦
書
い
た
文
字
列
の
上
に
紙
片
を
貼
り
付
け
て
覆
い
隠
し
、
そ

の
上
に
正
し
い
本
文
を
記
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

更
に
、
第
十
三
葉
裏
第
九
行
に
は
「
掲
白
鹿
洞
學
規
刻
板
於
講

堂
」
と
あ
り
、
こ
の
部
分
の
「
刻
版
」
の
二
字
は
、
紙
面
に
上
か

ら
貼
り
付
け
ら
れ
た
紙
片
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
紙
片
の
下

に
は
「
於
講
」
の
二
字
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
箇
所
は
、
お
そ
ら
く
「
於
講
」
と
書
い
た
段
階
で
「
刻
版
」

の
脱
字
に
気
付
き
、
紙
片
を
貼
り
付
け
て
修
正
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。加
え
て
、
第
三
十
四
葉
表
第
七
行
八
字
目
か
ら
の
部
分
は
、
紙

片
の
貼
り
付
け
に
よ
っ
て
本
文
の
修
正
を
覆
い
隠
し
、
そ
の
上
か

ら
修
正
後
の
本
文
を
浄
書
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
箇
所
は
、
貼
り
付
け
ら
れ
た
紙
片
の
上
に
「
聴
者
衆
多
」
と

記
さ
れ
て
い
る
が
、
紙
片
の
下
に
は
、
も
と
も
と
の
本
文
と
し
て

「
講
席
多
入
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
文
字
上
に
墨
筆
で
線
が

加
筆
さ
れ
、
そ
の
右
に
や
は
り
墨
筆
で
「
聴
者
衆
多
」
と
書
き
添

え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
箇
所
は
、
本
文
へ
の
直
接
の
書
き

込
み
に
よ
っ
て
「
講
席
多
入
」
を
「
聴
者
衆
多
」
に
修
正
し
た
上

で
、
そ
の
修
正
を
覆
い
隠
す
形
で
紙
片
を
貼
り
付
け
、
そ
の
紙
片

に
修
正
後
の
字
句
で
あ
る
「
聴
者
衆
多
」
を
改
め
て
記
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

な
お
、
紙
片
の
下
に
書
き
込
ま
れ
た
修
正
後
の
字
句
で
あ
る
「
聴

(17) 



図
⑧
（
新
田
文
庫
本
第
十
四
葉
裏
第
二
行
）

者
衆
多
」
の
右
下
に
は
、
藍
筆
の
句
点
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

一
部
が
上
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
紙
片
か
ら
は
み
出
し
て
見
え
る
。

一
方
、
紙
片
の
上
に
記
さ
れ
た
「
聴
者
衆
多
」
の
右
下
に
は
、
墨

筆
で
句
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
箇
所
で
は
、
先
ず

墨
筆
に
よ
る
直
接
の
書
き
込
み
修
正
、
次
い
で
藍
筆
の
句
点
の
付

加
が
行
わ
れ
、
更
に
そ
の
後
紙
片
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
修
正
後
の

本
文
が
浄
書
さ
れ
、
そ
の
際
に
墨
筆
の
句
点
も
付
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

以
上
、
新
田
文
庫
本
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
、
本
文
に
対
し
て

直
接
書
き
込
ま
れ
た
修
正
、
及
び
紙
面
に
紙
片
を
貼
り
付
け
て
行

わ
れ
た
修
正
に
つ
い
て
見
て
き
た
。

既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
本
文
へ
の
直
接
の
書
き
込
み
や
、
紙
片

を
貼
り
付
け
て
そ
の
上
に
文
字
を
記
す
と
い
っ
た
修
正
は
、
す
べ

て
が
一
時
に
な
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
或
る
箇
所
で
は
墨
筆
に
よ

る
書
き
込
み
が
重
ね
て
行
わ
れ
、
或
る
箇
所
で
は
書
き
込
み
に
よ

る
修
正
と
紙
片
の
貼
り
付
け
に
よ
る
修
正
と
が
組
み
合
わ
さ
れ
て

行
わ
れ
、
ま
た
或
る
箇
所
で
は
墨
筆
の
書
き
込
み
と
藍
筆
の
書
き

込
み
と
が
そ
れ
ぞ
れ
別
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
次
の
図
⑧
の
箇
所
で
は
、
墨
筆
に
よ
る
本
文
へ
の
書
き

込
み
の
修
正
が
重
ね
て
行
わ
れ
て
い
る
。

続
い
て
、

北
山
文
庫
本
の
本
文
に
対
し
て
加
え
ら
れ
た
修
正
に

こ
の
箇
所
は
、
お
そ
ら
く
「
梵
奄
植
村
氏
卒
」
、
「
梵
華
室
植
村

氏
卒
」
、
「
竹
山
母
植
村
氏
卒
」
、
「
竹
山
母
植
村
娼
卒
」
と
修
正
を

重
ね
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
墨
筆
で
一
旦
挿
入
さ

れ
た
「
室
」
が
、
後
か
ら
削
除
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

ま
た
、
第
十
三
葉
表
第
七
行
か
ら
第
八
行
に
か
け
て
は
、
紙
片

の
貼
り
付
け
に
よ
る
修
正
が
行
わ
れ
た
上
で
、
紙
片
の
上
に
書
か

れ
た
本
文
の
「
三
」
の
字
の
上
に

0
を
加
筆
し
、
右
に
「
二
」
を

加
筆
す
る
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
新
田
文
庫
本
に
は
、
書
き
込
み
や
紙
片
の
貼
り

付
け
に
よ
っ
て
修
正
が
重
ね
て
加
え
ら
れ
た
箇
所
が
存
在
し
て
い

る
が
、
修
正
の
結
果
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
文
字
の
筆
跡
は
、
修

正
前
の
本
文
の
筆
跡
と
同
一
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
新

田
文
庫
本
の
修
正
は
す
べ
て
中
井
木
菟
麻
呂
自
身
が
行
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
修
正
が
重
ね
て
加
え
ら
れ
た
箇
所
の
存
在
は
、
木
菟
麻

呂
が
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
執
筆
に
当
た
っ
て
、

何
度
も
推
敲
を
加

え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(18) 



図
⑨
（
北
山
文
庫
本
第
三
葉
襄
第
三
行
）

つ
い
て
見
て
み
る
。

北
山
文
庫
本
の
修
正
も
、
新
田
文
庫
本
同
様
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
本
文
に
対
し
て
直
接
書
き
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
中
に
墨
筆
の
も
の
は
少
な
く
、
大
部
分
が
朱
筆
で
加

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
紙
面
に
紙
片
を
貼
り
付
け
て
行

わ
れ
た
修
正
も
あ
る
。

本
文
に
対
す
る
直
接
の
書
き
込
み
の
中
に
は
、
朱
筆
で
本
文
の

或
る
一
字
の
上
に

「ヽ
」

や
短
い
縦
線
を
書
き
込
ん
だ
も
の
、
或

い
は
や
は
り
朱
筆
で
本
文
の
文
字
列
上
に
連
続
し
た
線
を
書
き
込

ん
だ
も
の
が
あ
る
（
図
⑨
・
図
⑮
°
「
ヽ
」
や
線
が
書
き
込
ま
れ

た
箇
所
の
右
脇
に
、
朱
筆
で
別
の
字
句
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
見
せ
消
ち
で
、
上
か
ら
「
ヽ
」

や
線
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
文
字
は
削
除
さ
れ
た
文
字
や
文
字
列
、

右
脇
に
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
字
句
は
、
字
句
が
削
除
さ
れ
た
箇

所
に
新
た
に
挿
入
す
る
文
字
列
で
あ
る
。

北
山
文
庫
本
の
書
き
込
み
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
図

桑
上
ヤ

図
12

（
北
山
文
庫
本
第
十
九
葉
裏
第
六
行
）

図
11
（
北
山
文
庫
本
第
一
葉
第
二
行
）

ま
た
、
朱
筆
で
本
文
の
文
字
と
文
字
と
の
間
か
ら
右
脇
に
線
を

引
き
、
字
句
を
そ
の
線
の
先
に
書
き
込
ん
だ
箇
所
や
、
墨
筆
で
本

文
の
文
字
と
文
字
と
の
間
に
小
さ
な
「

O
」
を
加
筆
し
、
そ
の
右

脇
に
墨
筆
で
「

O
」
に
続
け
て
字
句
を
書
き
込
ん
で
い
る
箇
所
が

あ
る
（
図
11
・
図
12)
。
こ
う
し
た
修
正
は
、
本
文
に
字
句
を
挿
入

し
よ
う
と
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

少
手
し
＇茨

図
10
（
北
山
文
庫
本
第
七
葉
表
第
五
行
）
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広
元
年

f
手
精
た
A
登
奄
共
峰
肴
森
宝
紺
虫

界
象
蜂

f溝
州
征
5

令
が
月
“
伶
委
＞
租
舟
屁

9
月
‘
を
も
抱
届

i
火

ま
た
『
懐
徳
堂
紀
年
』
に
三
箇
所
登
場
す
る
「
天
皇
」
と
い
う

語
に
つ
い
て
、

北
山
文
庫
本
で
は
そ
の
箇
所
に
朱
筆
で
提
行
を
指

示
す
る
書
き
込
み
、
す
な
わ
ち
「
天
皇
」
の
語
の
直
前
で
改
行
し
、

「
天
皇
」
の
語
を
行
頭
か
ら
記
す
よ
う
に
指
示
す
る
線
の
書
き
込

み
が
あ
る
。
そ
の
内
の
二
箇
所
に
つ
い
て
は
、
更
に
「
ア
ゲ
ル
」

、̀’l'

‘.,’'

「
ア
ゲ
」
の
語
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
（
図

1
4
.
1
5
.
1
6
)
。

（

（

（

 

こ
う
し
た
提
行
の
指
示
も
、
新
田
文
庫
本
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

図
13
（
北
山
文
庫
本
第
六
葉
表
第
二
行

S
第
五
行
）

）
 
13
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
朱
筆
に
よ
る
鉤
括
弧
、
及
び
鉤
括
弧
状

（
 
の
記
号
で
あ
る
。
こ
の
朱
筆
に
よ
る
鉤
括
弧
、
及
び
鉤
括
弧
状
の

記
号
の
書
き
込
み
は
百
三
十
箇
所
以
上
に
も
及
ぶ
。
こ
れ
ら
は
新

田
文
庫
本
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
、
何
を
意
味
す
る
も
の

で
あ
る
の
か
は
、

北
山
文
庫
本
を
見
る
限
り
で
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
北
山
文
庫
本
の
朱
筆
の
修
正
に
は
、
新
田
文
庫

本
に
は
見
ら
れ
な
い
形
の
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

北
山
文
庫
本
に
お
け
る
朱
筆
の
書
き
込
み
と
墨
筆
の
書
き
込
み
と

を
比
較
し
て
み
る
と
、
墨
筆
の
書
き
込
み
が
端
正
な
字
で
記
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
朱
筆
で
書
き
込
ま
れ
た
文
字
や
鉤
括
弧
は
、

か
な
り
乱
雑
で
あ
る
と
の
印
象
を
受
け
る
。

北
山
文
庫
本
の
墨
筆

に
よ
る
修
正
の
箪
跡
は
、
北
山
文
庫
本
•
新
田
文
庫
本
の
修
正
前

図
16

（
北
山
文
庫
本
第
三
十
七
葉
裏
第
一
行
）

1
-

．．
 

,
 

•••
•

••• 

n
 

{
年
で
3

．
妥
人
ヽ
キ
す
n
ル
d

図
15

（
北
山
文
庫
本
第
十
二
葉
裏
第
六
行
）

夏

tX
月
柔
ヽ

｛ぇ
9
氣
係
舷
校

•十
’.a
,

図
14
（
北
山
文
庫
本
第
九
葉
表
第
七
行
）
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図

m
（
北
山
文
庫
本
第
六
葉
表
第
六
行
）

の
本
文
の
筆
跡
、
並
び
に
新
田
文
庫
本
の
墨
筆
や
藍
筆
の
修
正
の

筆
跡
と
同
じ
で
あ
り
、
従
っ
て
中
井
木
菟
麻
呂
の
も
の
と
思
わ
れ

る
。
北
山
文
庫
本
に
お
け
る
朱
筆
の
修
正
の
筆
跡
は
、
記
さ
れ
て

い
る
文
字
数
も
少
な
い
た
め
、
に
わ
か
に
は
判
断
し
難
い
が
、
お

そ
ら
く
別
人
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
紙
片
の
貼
り
付
け
に
よ
る
修
正
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

北
山
文
庫
本
に
お
い
て
は
、
紙
片
の
貼
り
付
け
ら
れ
た
箇
所
自
体
、

八
箇
所
し
か
な
い
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
、
本
文
の
誤
字
・
脱
字
な

ど
を
修
正
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
か
、
或
い
は
本
文
の
修
正

を
衷
い
隠
し
て
浄
書
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
注
5
)
0

な
お
、
北
山
文
庫
本
の
本
文
に
も
藍
筆
に
よ
る
句
点
が
付
さ
れ

て
い
る
が
、
藍
筆
の
句
点
は
、
朱
筆
で
線
が
書
き
込
ま
れ
削
除
が

指
示
さ
れ
て
い
る
部
分
の
文
字
列
に
も
付
さ
れ
て
い
る
（
図
1
7
)
。

こ
こ
か
ら
、
藍
筆
の
句
点
は
、
朱
筆
の
書
き
込
み
よ
り
も
前
に
付

さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
十
二
葉
襄
第
二
行
の
、
紙
面
を

一
部
切
り
取
り
紙
片
を
貼
り
付
け
た
上
に
「
肩
衣
袴
」
と
書
か
れ

た
箇
所
を
見
る
と
、
貼
り
付
け
ら
れ
た
紙
片
と
紙
面
に
ま
た
が
る

形
で
藍
筆
の
句
点
が
あ
る
。
従
っ
て
、
句
点
は
紙
片
の
貼
り
付
け

に
よ
る
修
正
の
後
に
付
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

新
田
文
庫
本
・
北
山
文
庫
本
両
本
の
本
文
を
、
修
正
が
一
切
加

ま
た
墨
筆
の
書
き
込
み
と
藍
筆
の
句
点
と
の
先
後
関
係
に
つ
い

て
は
、
墨
筆
で
挿
入
さ
れ
た
語
句
の
右
下
に
藍
筆
の
句
点
が
付
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
明
ら
か
に
墨
筆
の
書
き
込
み
が
先
で

あ
る
（
図
1
2
)
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
北
山
文
庫
本
に
お
い
て
は
、

先
ず
墨
筆
で
本
文
に
直
接
書
き
込
む
修
正
や
紙
片
の
貼
り
付
け
に

よ
る
修
正
、
次
い
で
藍
筆
に
よ
る
句
点
の
付
加
、
そ
の
後
更
に
朱

筆
の
修
正
と
、
順
次
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ

て
、
朱
筆
に
よ
る
修
正
は
、
木
菟
麻
呂
に
よ
る
修
正
が
す
べ
て
終

わ
っ
た
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
、
新
田
文
庫
本
と
北
山
文
庫
本
と
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
、

本
文
に
対
す
る
修
正
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
続
い
て
次
章
で
は
、

両
本
に
お
け
る
修
正
と
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
と
の
関
係
を
手
が
か
り

に
し
な
が
ら
、
両
本
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
、
『
懐
徳
堂
紀

年
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
三
章

『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
成
立
過
程

(21) 



え
ら
れ
て
い
な
い
修
正
前
の
本
文
と
、
す
べ
て
の
修
正
の
内
容
を

反
映
さ
せ
た
修
正
後
の
本
文
と
に
区
別
し
た
上
で
、
両
本
の
修
正

前
後
の
本
文
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
る
な
ら
ば
、
新
田
文
庫
本
の
修

正
後
の
本
文
と
北
山
文
庫
本
の
修
正
前
の
本
文
と
は
、
ほ
ぼ
一
致

し
て
お
り
、
両
者
の
間
に
は
一
部
を
除
い
て
字
句
の
異
同
が
ほ
と

ん
ど
存
在
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
新
田
文
庫
本
の
修
正
前
の

本
文
と
北
山
文
庫
本
の
修
正
前
及
び
修
正
後
の
本
文
と
、
或
い
は

新
田
文
庫
本
の
修
正
後
の
本
文
と
北
山
文
庫
本
の
修
正
後
の
本
文

と
の
間
に
は
、
い
ず
れ
も
字
句
の
異
同
が
か
な
り
存
在
す
る
。

従
っ
て
、
加
え
ら
れ
た
修
正
と
本
文
と
の
関
係
か
ら
見
る
な
ら

ば
、
先
ず
新
田
文
庫
本
の
本
文
が
書
写
さ
れ
、
次
い
で
そ
の
新
田

文
庫
本
の
本
文
に
対
し
て
様
々
な
修
正
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
後
新

田
文
庫
本
に
加
え
ら
れ
た
様
々
な
修
正
を
反
映
す
る
形
で
北
山
文

庫
本
の
本
文
が
書
写
さ
れ
、
更
に
北
山
文
庫
本
の
本
文
に
対
し
て

も
修
正
が
加
え
ら
れ
た
、
と
見
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
か
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
新
田
文
庫
本
と
北
山
文
庫
本
と
の
先
後
関
係
は
、
新
田
文

庫
本
が
先
に
成
立
し
、
北
山
文
庫
本
が
後
か
ら
成
立
し
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
両
本
に
付
さ
れ
て
い
る
藍
筆
の
句
点
の
修
正
状

況
か
ら
も
確
認
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、
新
田
文
庫
本
と
北
山
文
庫

本
と
に
は
、
前
述
の
通
り
藍
筆
に
よ
る
句
点
が
付
さ
れ
て
お
り
、

し
か
も
そ
の
付
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
ぽ
一
致
す
る
の
だ
が
、
新

そ
れ
で
は
、
新
田
文
庫
本
や
北
山
文
庫
本
と
、
宮
内
庁
本
と
の

関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
新
田
文
庫
本
と
北
山

文
庫
本
に
加
え
ら
れ
て
い
る
修
正
が
、
完
本
成
立
に
至
る
途
上
の

段
階
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
完
本
で
あ
る
宮
内
庁
本
の
本
文
は
、

北
山
文
庫
本
の
本
文
に
対
す
る
修
正
を
反
映
さ
せ
た
も
の
に
な
っ

て
い
る
と
予
測
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
北
山
文
庫
本
の
修
正
後
の
本
文
と
宮
内
庁
本
の
本
文

と
を
比
較
す
る
と
、
北
山
文
庫
本
本
文
に
加
え
ら
れ
た
墨
筆
や
朱

筆
に
よ
る
字
句
の
修
正
や
提
行
の
指
示
な
ど
は
、
宮
内
庁
本
の
本

図
18

（
新
田
文
庫
本
第
一
葉
第
四
行
）

田
文
庫
本
に
は
、
一
旦
藍
筆
で
句
点
が
付
さ
れ
た
後
、
そ
の
上
か

ら
や
は
り
藍
筆
で
短
い
横
線
、
或
い
は
「
X
」
印
を
加
筆
し
、
そ

‘ヽ
,’ヽ

の
句
点
を
削
除
し
よ
う
と
す
る
修
正
が
存
在
す
る
（
図
18)
。
こ
う

（
 

し
た
修
正
は
七
箇
所
あ
る
が
、
北
山
文
庫
本
に
は
該
当
す
る
箇
所

に
、
い
ず
れ
も
句
点
が
存
在
し
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
北
山
文

庫
本
に
お
け
る
藍
筆
の
句
点
の
位
置
は
、
新
田
文
庫
本
に
お
け
る

句
点
の
修
正
に
従
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
注
6
)
0
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文
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

問
題
は
、
北
山
文
庫
本
を
見
る
限
り
で
は
何
を
意
味
す
る
の
か

分
か
ら
な
か
っ
た
、
多
数
の
鉤
括
弧
及
び
鉤
括
弧
状
の
記
号
で
あ

る
が
、
北
山
文
庫
本
に
お
い
て
鉤
括
弧
で
く
く
ら
れ
て
い
る
箇
所

の
文
字
列
は
、
宮
内
庁
本
に
は
い
ず
れ
も
存
在
し
て
い
な
い
。
こ

こ
か
ら
、
北
山
文
庫
本
の
鉤
括
弧
及
び
鉤
括
弧
状
の
記
号
は
、
概

ね
段
落
単
位
で
文
字
列
を
削
除
す
る
際
に
書
き
込
ま
れ
た
記
号
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
北
山
文
庫
本

の
修
正
後
の
本
文
と
宮
内
庁
本
の
本
文
と
は
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ

と
に
な
る
。
従
っ
て
、
宮
内
庁
本
の
本
文
は
、
北
山
文
庫
本
の
修

正
を
反
映
し
た
も
の
と
見
て
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
成
立
過
程
は
、
先
ず
新

田
文
庫
本
が
第
一
次
稿
本
と
し
て
成
立
、
新
田
文
庫
本
に
対
し
て

様
々
な
修
正
が
加
え
ら
れ
た
後
、
そ
の
修
正
を
反
映
す
る
形
で
第

二
次
稿
本
の
北
山
文
庫
本
が
成
立
、
更
に
北
山
文
庫
本
に
も
修
正

が
加
え
ら
れ
、
そ
の
修
正
に
従
っ
て
完
本
で
あ
る
宮
内
庁
本
が
成

立
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
（
注
7
)
0

な
お
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
木
菟
麻
呂
が
執
筆
し
た
『
懐
徳

堂
紀
年
』
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
、
具
体
的
に
は
お
そ
ら
く
は
西
村

天
囚
に
よ
っ
て
修
正
が
加
え
ら
れ
た
上
で
浄
書
さ
れ
、
大
正
天
皇

に
献
上
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
新
田
文
庫
本
・
北
山
文
庫
本
に
加
え

ら
れ
て
い
る
修
正
の
中
に
は
、
大
正
に
献
上
す
る
前
に
西
村

天
囚
が
加
え
た
修
正
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
天
囚
の
修
正
に
つ
い
て
、
上
松
寅
三
は
西
村
天
囚
が
「
聯

か
取
捨
を
加
」
え
た
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
中
井
木
菟
麻
呂
は
懐

徳
堂
記
念
会
が
「
頗
る
制
削
」
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
注
8
)
。
こ
こ

か
ら
、
天
囚
が
行
っ
た
修
正
が
、
木
菟
麻
呂
が
執
筆
し
た
原
稿
に

対
し
て
、
複
数
の
箇
所
に
わ
た
り
削
除
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
概
ね
段
落
単
位
で

文
字
列
を
削
除
す
る
指
示
で
あ
っ
た
北
山
文
庫
本
に
お
け
る
朱
筆

の
鉤
括
弧
及
び
鉤
括
弧
状
の
記
号
の
書
き
込
み
、
及
び
そ
の
他
す

べ
て
の
北
山
文
庫
本
の
朱
筆
の
修
正
は
、
天
囚
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
北
山
文
庫
本
の
朱
筆
の
修
正
は
、
か
な

り
乱
雑
で
あ
り
、
ま
た
記
さ
れ
て
い
る
文
字
数
自
体
が
少
な
い
。

こ
の
た
め
、
そ
れ
が
誰
の
筆
跡
で
あ
る
か
は
、
確
認
す
る
こ
と
が

か
な
り
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
そ
の
筆
跡
は
、
新

田
文
庫
本
・
北
山
文
庫
本
の
本
文
や
墨
筆
や
藍
筆
に
よ
る
修
正
の

筆
跡
と
は
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
北
山
文
庫
本
の
朱
筆
の

修
正
は
、
墨
筆
の
修
正
や
紙
片
を
貼
り
付
け
る
修
正
な
ど
が
行
わ

れ
た
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
北
山
文
庫
本
の
朱
箪
に
よ
る
修
正
が
西
村
天
囚
に
よ
る
も
の

で
あ
る
可
能
性
は
、
か
な
り
高
い
と
考
え
ら
れ
る
（
注
9
)
o
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以
上
、
本
章
で
は
、
新
田
文
庫
本
と
北
山
文
庫
本
と
の
先
後
関

係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
成
立
過
程
に
つ
い

て
考
察
し
た
。
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
成
立
過
程
の
概
略
と
、
新
田
文

庫
本
と
北
山
文
庫
本
と
が
そ
れ
ぞ
れ
懐
徳
堂
文
庫
に
収
め
ら
れ
る

に
至
っ
た
経
緯
と
を
ま
と
め
る
と
、
概
ね
以
下
の
通
り
と
考
え
ら

れ
る
。懐
徳
堂
記
念
会
よ
り
懐
徳
堂
の
編
年
史
の
執
筆
を
要
請
さ
れ
た

中
井
木
菟
麻
呂
は
、
要
請
を
受
け
て
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
原
稿
を

執
筆
し
、
一
応
の
完
成
を
見
た
。
こ
れ
が
第
一
次
の
稿
本
・
新
田

文
庫
本
の
修
正
前
の
本
文
で
あ
る
。
木
菟
麻
呂
は
そ
の
後
推
敲
を

加
え
、
こ
の
第
一
次
稿
本
に
対
し
て
様
々
な
修
正
を
加
え
て
い
っ

た
。
そ
の
痕
跡
が
新
田
文
庫
本
に
残
る
様
々
な
修
正
で
あ
る
。
次

い
で
木
菟
麻
呂
は
、
第
一
次
稿
本
に
加
え
た
修
正
を
反
映
さ
せ
つ

つ
、
記
念
会
に
呈
上
す
る
第
二
次
の
稿
本
を
作
成
し
た
。
こ
れ
が

北
山
文
庫
本
の
修
正
前
の
本
文
で
あ
る
。

第
一
次
の
稿
本
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
ま
ま
木
菟
麻
呂
の
手
元
に

残
り
、
後
に
中
井
家
に
伝
承
さ
れ
、
後
日
新
田
文
庫
中
の
一
冊
と

し
て
懐
徳
堂
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
。
一
方
、
第
二
次
稿
本
の
方
は
、

記
念
会
に
呈
上
さ
れ
た
後
、
西
村
天
囚
に
よ
り
朱
筆
で
更
に
修
正

が
加
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
天
囚
は
、
そ
の
修
正
を
反
映
さ
せ
つ
つ
、

大
正
天
皇
に
献
上
す
る
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
完
本
を
浄
書
し
た
。

こ
れ
が
宮
内
庁
本
で
あ
る
。

宮
内
庁
本
が
成
立
し
た
後
、
第
二
次
稿
本
が
木
菟
麻
呂
に
返
却

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に

つ
い
て
、
詳
細
は
な
お
不
明
で
あ
る
が
、
第
二
次
稿
本
は
お
そ
ら

く
懐
徳
堂
記
念
会
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
重
建
懐
徳
堂
最

後
の
教
授
で
あ
っ
た
吉
田
鋭
雄
氏
の
手
元
に
移
っ
た
後
、
北
山
文

庫
中
の
一
冊
と
し
て
懐
徳
堂
に
寄
贈
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
成
立
過
程
と
各
稿
本
の
そ
の
後
の
経
緯
は
、

基
本
的
に
こ
う
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
新
田
文

庫
本
と
北
山
文
庫
本
と
宮
内
庁
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お

若
干
の
問
題
点
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
そ
う
し
た
問

題
点
に
つ
い
て
、
個
々
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

（
一
）
新
田
文
庫
本
・
北
山
文
庫
本
に
存
在
す
る
、

内
容
•
同
一
体
裁
の
修
正

同
一

先
述
の
通
り
、
新
田
文
庫
本
の
本
文
に
対
し
て
加
え
ら
れ
た
修

正
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
北
山
文
庫
本
の
修
正
前
の
本
文
に
反
映

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
下
記
の
箇
所
に
つ
い
て
は
例
外
的
に
、

両
本
の
本
文
の
同
じ
と
こ
ろ
に
、
と
も
に
墨
筆
で
、
同
じ
内
容
で

第
四
章

―
つ
の
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
関
係
に
関
す
る
問
題
点

(24) 



図
⑲
（
新
田
文
庫
本
第
十
四
葉
裏
第
八
行
）

同
じ
体
裁
の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

•
第
十
四
葉
襄
第
八
行
「

令
」
と
「
周
易
」
と
の
間
に
小
さ
く

「
O
」
を
加
筆
、
そ
の
右
に
「

O
講
」
と
墨
筆
で
加
筆

•
第
十
五
葉
表
第
八
行
「
堀
田
」
と
「
侯
」
と
の
間
に
小
さ
く

「
O
」
を
加
筆
、
そ
の
右
に
「

O
豊
前
」
と
墨
筆
で
加
筆

•
第
十
九
葉
裏
第
六
行
「
七
十
五
」
と
「
葬
」
と
の
間
に
小
さ

く
「

O
」
を
加
筆
、
そ
の
右
に
「

O
九
日
」
と
墨
筆
で
加
筆

•
第
二
十
七
莱
表
第
五
行
「
月
」
と
「
水
」
と
の
間
に
小
さ
く

「
O
」
を
加
筆
、
右
に
「

O
十
四
日
」
と
墨
筆
で
加
筆

•
第
二
十
九
葉
裏
第
八
行
「
葬
」
の
前
・
右
に
「
十
一
日
」
と

墨
筆
で
加
筆
挿
入

•
第
三
十
莱
裏
第
九
行
「
裳
」
の
前
・
右
に
「
亦
」
と
墨
筆
で

加
筆
挿
入

•
第
三
十
二
葉
表
第
四
行
「
事
」
の
前
・
右
に
「
之
」
と
藍
筆
で

加
筆
挿
入

右
の
箇
所
は
、
い
ず
れ
も
両
本
の
修
正
前
の
本
文
は
同
一
で
あ

る
。
そ
こ
に
、
同
じ
字
句
を
挿
入
す
る
修
正
が
、
同
じ
体
裁
で
加

え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
1
9
.
2
0
)
。

こ
れ
ら
は
、
中
井
木
菟
麻
呂
が
第
二
次
稿
本
を
記
念
会
に
呈
上

す
る
前
に
、
そ
の
本
文
に
ま
だ
修
正
す
べ
き
点
が
あ
る
こ
と
に
気

付
き
、
二
つ
の
稿
本
に
ほ
ぽ
同
時
に
、
同
一
の
修
正
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
第
一
次
稿
本
の

本
文
に
字
句
を
挿
入
す
る
修
正
を
加
え
た
の
だ
が
、
木
菟
麻
呂
が

第
二
次
稿
本
作
成
の
際
に
そ
れ
を
見
落
と
し
て
し
ま
い
、
記
念
会

に
呈
上
す
る
前
に
そ
れ
に
気
付
い
て
、
後
か
ら
同
じ
よ
う
に
修
正

を
加
え
た
、
と
の
可
能
性
も
一
応
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
内

容
の
み
な
ら
ず
体
裁
ま
で
も
ほ
ぽ
完
全
に
一
致
す
る
修
正
が
両
本

の
同
じ
所
に
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
修
正
は
両
本
ほ
ぽ
同
時
に
行

わ
れ
た
可
能
性
の
方
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
（
注
10)o

興
味
深
い
の
は
、
次
に
示
す
両
本
の
第
九
葉
裏
第
二
行
の
修
正

籾
:
易
主
義
“

図
20

（
北
山
文
庫
本
第
十
四
葉
裏
第
八
行
）

や
潤
易
令
丸

(25) 



こ
の
箇
所
は
、
新
田
文
庫
本
で
は
墨
筆
に
よ
っ
て
「
寅
」
上
に

「
O
」
が
、
そ
の
右
に
「
申
」
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
北
山
文

庫
本
で
は
、
紙
片
の
貼
り
付
け
に
よ
る
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

実
は
北
山
文
庫
本
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
紙
片
の
下
に
は
、
新
田
文

庫
本
と
同
一
の
内
容
・
体
裁
の
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
上

か
ら
紙
片
が
貼
り
付
け
ら
れ
、
紙
片
の
上
に
修
正
後
の
本
文
を
い

わ
ば
浄
書
す
る
形
で
書
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
部
分
は
、
本
文
に
対
す
る
墨
筆
の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い

る
箇
所
の
中
で
も
、
最
も
文
献
全
体
の
先
頭
に
近
い
。
こ
こ
か
ら
、

ー

胡
和
元
年
甲
卓
更
乎
月

図
22

（
北
山
文
庫
本
第
九
葉
裏
第
二
行
）

図
21
（
新
田
文
庫
本
第
九
莱
第
二
行
）

で
あ
る

、̀

l
)

（図

2
1
.
2
2
)
。

（

（

 

記
念
会
に
呈
上
す
る
第
二
次
稿
本
に
つ
い
て
、
木
菟
麻
呂
は
当
初
、

本
文
に
直
接
修
正
を
書
き
込
ん
だ
箇
所
に
は
、
紙
片
を
貼
り
付
け

て
そ
の
上
に
浄
書
す
る
修
正
を
重
ね
て
加
え
、
体
裁
を
整
え
よ
う

と
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。
木
菟
麻
呂
が
他
の
箇

所
で
こ
う
し
た
修
正
を
し
な
か
っ
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
先
に
触

れ
た
よ
う
に
、
木
菟
麻
呂
が
執
筆
を
急
い
だ
こ
と
と
関
連
が
あ
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（二）

北
山
文
庫
本
の
本
文
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
新
田

文
庫
本
の
修
正

新
田
文
庫
本
の
本
文
に
対
し
て
加
え
ら
れ
た
修
正
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
北
山
文
庫
本
の
修
正
前
の
本
文
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
次
に
挙
げ
る
新
田
文
庫
本
の
修
正
は
、
北
山
文
庫
本
の
修

正
前
・
修
正
後
の
本
文
に
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

•
第
五
葉
裏
第
三
行

「
改
」
と
「
壁
」
と
の
間
に
小
さ
く
「
O
」

を
加
筆
、
そ
の
右
に
「
懐
徳
堂
」
と
墨
筆
で
加
筆

•
第
九
葉
表
第
七
行
「
天
皇

」

右
下
に
や
や
小
さ
く
「
桃
園
」

と
墨
筆
で
加
筆

•
第
十
一
葉
表
第
四
行

「庚
寅
」

の
後
に
「
夏
四
月
十
七
日
逸

史
題
辟
成
」
と
お
そ
ら
く
青
鉛
筆
で
加
筆

•
第
十
九
葉
裏
第
八
行
末
尾
、
第
七
行
と
第
八
行
と
の
間
に
あ
る
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罫
線
上
に
、
「
学
校
預
人
又
称
管
校
」
と
墨
筆
で
加
筆
。
加
筆
し

た
語
句
に
添
っ
て
、
「
「
」
状
の
線
を
加
筆
。

•
第
二
十
二
葉
表
第
四
行
「
歿
」
の
前
・
右
に
「
先
生
」
と
墨

筆
で
加
筆
挿
入
、
更
に
赤
鉛
筆
で
「
柚
園
」
の
前
へ
挿
入
箇
所

を
変
更

こ
う
し
た
加
筆
修
正
が
、
第
二
次
稿
本
で
あ
る
北
山
文
庫
本
の

成
立
前
、
或
い
は
第
二
次
稿
本
を
記
念
会
に
呈
上
す
る
前
の
段
階

で
加
え
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
何
故
そ
れ
ら
が
北
山
文
庫
本
の

修
正
前
の
本
文
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
か
、
或
い
は
何
故
北
山

文
庫
本
に
も
同
様
の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
の
か
、
説
明
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
。

第
一
章
に
引
用
し
た
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
中

井
木
菟
麻
呂
は
『
懐
徳
堂
紀
年
』
を
著
し
た
後
、
「
菌
稿
を
増
修
」

し
て
「
懐
徳
堂
年
表
」
を
著
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
右
に
挙
げ

た
修
正
は
、
木
菟
麻
呂
が
「
増
修
」
を
意
図
し
て
書
き
込
ん
だ
メ

モ
の
類
と
関
係
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
右
に
挙
げ
た
修
正
箇
所
に
該
当
す
る
「
懐
徳
堂
年
譜
」

の
記
述
を
見
て
み
る
と
、
第
十
九
葉
裏
第
八
行
と
第
二
十
二
葉
表

第
四
行
と
の
二
箇
所
に
つ
い
て
は
、
新
田
文
庫
本
の
書
き
込
み
と

は
関
係
が
な
い
。
し
か
し
、
他
の
三
箇
所
は
、
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の

表
記
が
新
田
文
庫
本
の
書
き
込
み
を
反
映
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
元
文
二
の
項
に
は
「
懐
徳
堂
壁
署
の
末
節
を
改
む
」

（
三
）
宮
内
庁
本
に
お
け
る
表
記
の
不
統

と
、
ま
た
宝
暦
十
二
の
項
に
は
「
天
皇
（
桃
園
）
崩
す
」
と
、

更
に
明
和
七
年
の
項
に
は
「
四
月
十
七
日
逸
史
題
辟
成
る
」
と
記

述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
北
山
文
庫
本
の
本
文
に
反

映
さ
れ
て
い
な
い
新
田
文
庫
本
の
修
正
の
一
部
に
は
、
木
菟
麻
呂

が
『
懐
徳
堂
紀
年
』
を
も
と
に
、
よ
り
完
成
度
の
高
い
懐
徳
堂
の

編
年
史
を
作
成
し
よ
う
と
し
て
、
後
日
書
き
込
ん
だ
も
の
が
確
か

に
含
ま
れ
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

新
田
文
庫
本
・
北
山
文
庫
本
の
本
文
に
お
い
て
は
、
大
阪
・
大

坂
の
表
記
は
す
べ
て
「
大
坂
」
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、
「
大
阪
」
と

な
っ
て
い
る
箇
所
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
宮
内
庁
本
の
本
文
で
は
、

書
写
の
際
に
「
大
阪
」
で
統
一
し
よ
う
と
し
た
ら
し
く
、
「
大
阪
」

と
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
多
い
。
も
っ
と
も
、
宮
内
庁
本

に
お
い
て
す
べ
て
「
大
阪
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
訳
で
は

な
く
、
第
三
葉
表
第
六
行
を
始
め
、
「
大
坂
」
と
書
か
れ
て
い
る
箇

所
が
六
箇
所
存
在
し
て
い
る
。

北
山
文
庫
本
に
は
「
大
坂
」
を
「
大
阪
」
に
修
正
す
る
指
示
は

存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
完
本
に
お
い
て
「
大
阪
」
へ
の
書
き
換

え
が
な
さ
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
浄
書
の
際
の
西
村
天
囚
の
判
断

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
書
き
換
え
が
徹
底
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北
山
文
庫
本
第
二
十
葉
裏
第
四
行
、
文
化
十
四
年
の
項
で
「
中

井
履
軒
卒
。
壽
八
十
六
。
十
八
日
。
葬
府
南
誓
願
寺
。
」
と
あ
る
箇

所
が
、
宮
内
庁
本
の
該
当
す
る
箇
所
で
は
、
「
十
八
日
」
で
は
な
く

「
十
六
日
」
と
な
っ
て
い
る
。
北
山
文
庫
本
に
は
本
文
へ
の
修
正

の
指
示
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、
お
そ
ら
く
は
宮
内
庁
本
の
書
写
の

際
に
、
単
純
に
「
八
」
と
「
六
」
と
を
見
誤
っ
た
た
め
に
誤
記
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
宮
内
庁
本
に
お
け
る
誤
記
と
思
わ
れ
る
箇
所

せ
ず
、
「
大
阪
」
に
改
め
ら
れ
た
箇
所
と
、
北
山
文
庫
本
同
様
「
大

坂
」
と
表
記
さ
れ
た
箇
所
と
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
極
め
て

奇
妙
に
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
新
田
文
庫
本
・
北
山
文
庫
本
で
は
、
懐
徳
堂
に
つ

い
て
「
懐
徳
堂
」
と
「
懐
徳
書
院
」
と
の
二
種
類
の
表
記
が
存
在

し
て
い
る
。
例
え
ば
北
山
文
庫
本
第
三
葉
襄
第
九
行
、
享
保
九
年

の
項
に
は
「
懐
徳
堂
始
為
大
坂
府
學
問
所
」
、
続
く
第
四
葉
第
一
行

に
は
「
學
主
石
症
始
講
経
於
懐
徳
書
院
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
宮
内
庁
本
の
本
文
は
「
懐
徳
堂
」
の
表
記
で
統
一
さ
れ
、
享
保

九
年
の
項
は
「
學
主
石
惹
始
講
綬
於
懐
徳
堂
」
と
改
め
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
「
懐
徳
書
院
」
か
ら
「
懐
徳
堂
」
へ
の
書
き
換
え
に

つ
い
て
も
、
北
山
文
庫
本
に
は
修
正
の
指
示
は
ま
っ
た
く
な
い
。

ま
た
、
北
山
文
庫
本
第
四
葉
表
第
二
行
、
修
正
前
の
本
文
で
「
並

河
誠
所
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
は
、
朱
筆
で
修
正
が
加
え
ら
れ
て

お
り
、
修
正
後
の
本
文
は
「
誠
所
並
河
永
」
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、

宮
内
庁
本
の
該
当
す
る
箇
所
を
見
る
と
、
「
誠
齋
並
河
永
」
と
書
写

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
三
輪
執
齋
の
「
齋
」
の
字
に
目

移
り
し
た
た
め
に
誤
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
人
名
の
表
記
に
関
し
て
、
北
山
文
庫
本
第
三
葉
第
七
行
、

享
保
十
年
の
項
に
「
三
輪
執
齋
」
と
あ
る
箇
所
が
、
宮
内
庁
本
の

該
当
す
る
箇
所
で
は
単
に
「
執
齋
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
誤

記
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

但
し
、
宮
内
庁
本
に
お
い
て
三
宅
石
症
•
中
井
梵
症
•
中
井
履

軒
の
名
は
、
最
初
に
登
場
す
る
際
と
没
年
と
を
除
き
、
す
べ
て
「
石

惹
」
「
梵
惹
」
「
履
軒
」
と
号
だ
け
表
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

三
輪
執
齋
に
つ
い
て
も
、
完
本
書
写
の
際
に
表
記
の
統
一
を
図
ろ

う
と
し
て
、
二
度
目
の
表
記
で
は
姓
が
省
か
れ
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
三
輪
執
齋
の
名
が
『
懐
徳
堂
紀
年
』
に
最

初
に
登
場
す
る
の
は
直
前
の
享
保
九
年
の
項
で
、
北
山
文
庫
本
で

は
、
修
正
前
の
本
文
は
「
三
輪
執
齋
」
と
あ
る
が
、
朱
筆
で
「
執

齋
三
輪
希
賢
」
と
な
る
よ
う
修
正
の
指
示
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、

宮
内
庁
本
の
該
当
箇
所
は
、
そ
う
し
た
修
正
通
り
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
実
は
宮
内
庁
本
に
お
い
て
、
二
度
目
以
降
の
人
名
の

表
記
に
つ
い
て
厳
密
に
統
一
が
な
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
例
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北
山
文
庫
本
の
第
二
十
六
葉
襄
第
八
行
か
ら
第
二
十
八
葉
表
第

五
行
ま
で
は
、
安
政
四
年
の
項
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
或
い
は
朱

筆
で
鉤
括
弧
が
付
さ
れ
、
或
い
は
文
字
列
の
上
に
朱
線
が
引
か
れ

て
、
大
幅
に
字
句
を
削
除
す
る
指
示
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か

（
五
）
宮
内
庁
本
に
お
い
て
欠
落
し
た
本
文

え
ば
「
富
永
芳
春
」
は
、
三
度
と
も
す
べ
て
「
富
永
芳
春
」
と
表

記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
三
宅
春
棲
も
、
最
初
に
登
場
す
る
享
保
十

五
年
の
項
に
「
石
庵
嗣
正
誼
号
春
棲
」
と
表
記
さ
れ
、
そ
の
他
宝

暦
八
年
の
項
の
六
月
と
七
月
と
は
「
三
宅
春
棲
」
、
同
年
八
月
は
「
春

棲
」
（
二
回
）
、
宝
暦
九
年
も
「
春
棲
」
、
没
年
の
天
明
二
年
は
「
三

宅
春
棲
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
表
記
さ
れ
て
い
る
。
更
に
中
井
竹
山
も
、

最
初
に
登
場
す
る
の
は
享
保
十
五
年
、
二
度
目
の
宝
暦
四
年
は
「
竹

山
」
だ
が
、
三
度
目
の
宝
暦
八
年
は
「
中
井
竹
山
」
、
そ
の
他
文
化

元
年
の
項
に
「
中
井
竹
山
卒
」
と
あ
る
の
を
除
き
、
す
べ
て
「
竹

山
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
（
注
1
1
)
0

以
上
の
よ
う
に
、
宮
内
庁
本
に
お
け
る
二
度
目
以
降
の
人
名
の

表
記
は
、
厳
密
に
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
北
山
文

庫
本
の
修
正
後
の
本
文
が
「
三
輪
執
齋
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が

宮
内
庁
本
で
「
執
齋
」
と
な
っ
て
い
る
原
因
に
つ
い
て
は
、
結
局

不
明
で
あ
る
。

し
な
が
ら
、
安
政
四
年
の
項
に
つ
い
て
、
年
号
•
干
支
を
除
く
す

べ
て
の
文
字
列
を
削
除
す
る
よ
う
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
訳
で
は

な
い
。
北
山
文
庫
本
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
朱
筆
の
修
正
に
よ
れ

ば
、
本
来
は
完
本
の
「
四
年
丁
巳
」
以
下
に
、
次
の
記
述
が
あ
る

べ
き
で
あ
る
。

三
月
二
十
三
日
水
戸
侯
徳
川
齊
昭
賜
其
所
翻
刻
破
邪
集
一
部

八
巻
於
書
院
夏
四
月
十
四
日
徳
川
齊
昭
又
賜
水
府
蔵
梓
大
日

本
史
十
峡
百
巻
於
書
院

と
こ
ろ
が
、
宮
内
庁
本
の
本
文
を
見
る
と
、
安
政
四
年
の
項
に

は
「
四
年
丁
巳
」
と
し
か
記
述
が
な
く
、
本
来
あ
る
べ
き
記
述
を

欠
落
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
北
山
文
庫
本
に
書
き
込

ま
れ
た
削
除
の
指
示
が
、
安
政
元
年
か
ら
末
尾
の
明
治
二
年
に
か

け
て
か
な
り
連
続
し
て
い
る
た
め
、
宮
内
庁
本
を
書
写
す
る
際
、

残
す
べ
き
文
字
列
を
見
落
と
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
生
じ
た
脱
文

と
見
ら
れ
る
。

以
上
、
本
章
で
は
、
新
田
文
庫
本
・
北
山
文
庫
本
•
宮
内
庁
本

の
三
つ
の
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
関
係
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
題

点
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
の
内
（
三
）
（
四
）
（
五
）
に
つ
い
て
は
、

宮
内
庁
本
の
本
文
に
表
記
の
不
統
一
や
誤
記
、
脱
文
が
存
在
す
る
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木
菟
麻
呂
が
執
筆
し
た
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
第
二
次
稿
本
に
、

西
村
天
囚
が
懐
徳
堂
記
念
会
を
代
表
す
る
形
で
加
え
た
修
正
の
こ

と
を
、
上
松
寅
三
は
天
囚
が
「
聯
か
取
舎
を
加
」
え
た
と
表
現
し

た
が
、
中
井
木
菟
麻
呂
は
記
念
会
が
「
頗
る
制
削
」
し
た
と
述
べ

結

五
口g――g" 

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
宮
内
庁
本
は
、
稿
本
の
段
階
で
重
ね
て
行

わ
れ
た
修
正
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ

れ
は
大
正
天
皇
に
献
上
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
こ
う
し
た
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
完
本
と

し
て
杜
撰
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
新
田
文
庫
本
・
北
山
文
庫
本
の
識
語
に
あ
る
よ

う
に
、
木
菟
麻
呂
に
よ
る
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
執
筆
が
「
蒼
卒
の

際
に
在
」
っ
た
こ
と
と
お
そ
ら
く
関
連
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

そ
も
そ
も
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の
作
成
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
が
大
正

天
皇
の
大
阪
へ
の
行
幸
に
合
わ
せ
て
企
画
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
木
菟
麻
呂
に
よ
る
稿
本
執
筆
を
含
む
『
懐
徳
堂
紀
年
』

の
成
立
過
程
全
体
が
、
厳
し
い
時
間
的
制
約
を
課
せ
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
結
局
完
本
に
表
記
の
不
統
一
や
誤
記
、
脱
文
な
ど
を
生
じ

る
こ
と
に
繋
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

て
い
る
。
前
述
の
通
り
、
天
囚
が
削
除
を
指
示
し
た
箇
所
は
百
三

十
箇
所
以
上
に
及
ぶ
の
で
あ
る
か
ら
、
客
観
的
に
見
れ
ば
、
天
囚

の
修
正
・
削
除
は
、
「
聯
か
」
と
い
っ
た
程
度
で
は
な
か
っ
た
と
い

え
よ
う
。

木
菟
麻
呂
は
、
献
上
さ
れ
た
『
懐
徳
堂
紀
年
』
を
そ
の
副
本
か

何
か
を
見
て
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
推
敲
を
重
ね
て
執
筆
し
た

『
懐
徳
堂
紀
年
』
が
「
頗
る
制
削
」
さ
れ
た
こ
と
、
特
に
巻
末
部

に
付
し
た
識
語
や
署
名
が
す
べ
て
削
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
、

そ
の
上
更
に
「
財
圃
法
人
懐
徳
堂
記
念
會
編
」
と
書
き
加
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
に
、
か
な
り
の
衝
撃
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。

削
ら
れ
て
し
ま
っ
た
識
語
か
ら
は
、
木
菟
麻
呂
が
後
日
更
に
広

く
取
材
を
行
っ
て
『
懐
徳
堂
紀
年
』
に
「
追
録
」
し
、
一
層
充
実

し
た
懐
徳
堂
の
編
年
史
を
完
成
し
よ
う
と
決
意
し
て
い
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。
そ
れ
が
逆
に
「
頗
る
側
削
」
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

木
菟
麻
呂
が
衝
撃
を
受
け
た
と
し
て
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
衝

撃
が
発
憤
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
木
菟
麻
呂
は
そ
の

後
懐
徳
堂
の
編
年
史
の
作
成
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
よ
う
で
あ

る
（
注
号
一
方
懐
徳
堂
記
念
会
は
、
大
正
三
年
の
『
懐
徳
堂
紀
年
』
献
上

の
時
だ
け
で
な
く
、
大
正
十
四
年
の
『
懐
徳
堂
考
』
の
再
刊
の
際

に
も
、
そ
れ
に
附
載
す
る
年
譜
の
作
成
を
結
局
木
菟
麻
呂
に
委
託
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(
1
)

懐
徳
堂
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
の
調
査
の
成
果
と
し

て
、
現
時
点
ま
で
に
『
懐
徳
堂
事
典
』
（
湯
浅
邦
弘
編
、
大
阪
大
学
出

版
会
、
二

0
0
一
年
）
、
『
懐
徳
堂
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
全
コ
ン
テ
ン
ツ
』
（
湯

浅
邦
弘
、
『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
4
2
巻
ー
2
、
ニ

0
0
二
年
）
、
『
懐
徳
堂
文
庫
の
研
究
共
同
研
究
報
告
書
』
（
大
阪
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
湯
浅
邦
弘
編
、
二

0
0
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。

(
2
)
識
語
の
本
文
に
は
、
墨
筆
で
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
引
用
は
、

修
正
後
の
本
文
に
よ
る
。

(
3
)
北
山
文
庫
は
、
重
建
懐
徳
堂
最
後
の
教
授
で
あ
っ
た
吉
田
鋭
雄
氏

の
旧
蔵
書
約
四
千
四
百
冊
を
指
す
。
昭
和
三
十
一
年
(
-
九
五
六
）

注

し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
編
年
史
の
編
纂
に
は
中
井
家
の
子
孫
で

あ
る
木
菟
麻
呂
が
適
任
と
の
判
断
も
当
然
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
に
し
て
も
、
懐
徳
堂
の
編
年
史
を
編
纂
す
る
こ
と
に
対
し
て
、

記
念
会
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
姿
勢
に
欠
け
て
い

た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
両
者
の
姿
勢
の
相
違
の
背
景
に
は
、
懐
徳
堂
記
念
会

と
木
菟
麻
呂
と
の
間
に
、
懐
徳
堂
の
歴
史
に
対
す
る
認
識
の
違
い

な
ど
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
注
13)
。
そ
う
し
た
問

題
に
つ
い
て
の
解
明
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

に
大
阪
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
懐
徳
堂
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
北
山
文
庫
の
中
に
あ
る
文
献
に
関
す
る
情
報
は
、
基
本
的
に

『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』
（
大
阪
大
学
文
学
部
、
一
九
七
六
年
）
に

既
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
『
懐
徳
堂
紀
年
』
に
関
し
て
は
記
載
が
な

い
。
こ
の
た
め
、
北
山
文
庫
の
『
俵
徳
堂
紀
年
』
は
、
昭
和
三
十
一

年
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
昭
和
五
十
四
年
に
追
加
分
と
し

て
寄
贈
さ
れ
た
約
四
百
点
の
う
ち
の
一
っ
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
木
村
英
一
「
懐
徳
堂
先
賢
の
業
績
と
遺
品
と
の
蒐
集
・
整

理
・
保
存
に
関
す
る
近
況
に
つ
い
て
」
（
懐
徳
堂
堂
友
会
「
懐
徳
」
第

50
号
、
一
九
八

0
年
）
参
照
。
ち
な
み
に
、
北
山
文
庫
の
『
懐
徳
堂

紀
年
』
の
第
一
葉
右
下
に
は
、
「
8
0
C
L
0
3
0
1
7
」
の
印
記
が
あ
る
。

(
4
)
上
松
寅
三
に
つ
い
て
は
、
山
村
太
郎
「
今
井
館
長
と
上
松
老
人
の

こ
と
」
（
懐
徳
堂
堂
友
会
「
懐
徳
」
第
37
号
、
一
九
六
六
年
）
参
照
。

(
5
)
な
お
、
第
九
葉
と
第
十
三
葉
と
は
、
葉
の
表
と
襄
と
が
も
と
も
と

別
の
罫
紙
で
、
版
心
の
部
分
で
張
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

書
き
損
じ
を
含
む
半
葉
を
切
り
取
り
、
正
し
い
本
文
を
書
写
し
た
別

の
罫
紙
の
半
葉
と
張
り
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思

わ
れ
る
。

(
6
)
北
山
文
庫
本
の
藍
筆
の
句
点
に
つ
い
て
は
、
新
田
文
庫
本
に
は
句

点
が
付
さ
れ
て
い
る
が
北
山
文
庫
本
に
は
句
点
が
存
在
し
て
い
な
い

と
い
う
箇
所
が
五
箇
所
、
ま
た
新
田
文
庫
本
に
は
句
点
が
存
在
し
な

い
が
北
山
本
に
は
句
点
が
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
箇
所
が
三
箇
所
あ
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り
、
両
本
の
藍
筆
の
句
点
の
位
置
は
完
全
に
は
一
致
し
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
両
本
の
間
の
句
点
の
ず
れ
は
、
句
点
の

総
数
か
ら
見
て
極
め
て
少
な
い
。
北
山
文
庫
本
の
句
点
の
位
置
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
に
新
田
文
庫
本
に
お
け
る
句
点
の
修
正
の
結
果
に

基
づ
き
つ
つ
、
一
部
若
干
の
修
正
を
加
え
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

(
7
)
新
田
文
庫
本
が
成
立
す
る
前
の
段
階
に
お
い
て
、
別
に
稿
本
或
い

は
草
稿
が
存
在
し
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
時

点
で
は
そ
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は

新
田
文
庫
本
を
第
一
次
の
稿
本
と
考
え
る
。

(
8
)
前
述
し
た
、
北
山
文
庫
本
の
峡
内
に
挟
み
込
ま
れ
た
原
稿
用
紙
の

上
松
寅
三
に
よ
る
記
述
、
並
び
に
「
懐
徳
堂
年
譜
」
の
識
語
参
照
。

(
9
)
北
山
文
庫
本
に
お
い
て
、
朱
筆
で
書
き
込
ま
れ
た
鉤
括
弧
で
く
く

ら
れ
た
文
字
列
の
な
か
に
、
や
は
り
朱
筆
で
字
句
の
修
正
が
加
え
ら

れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
天
囚
の
朱
筆
に
よ
る
修
正

は
す
べ
て
一
度
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
二
度
以
上
に
及
ん
で
行

わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
天
囚
の
修
正
・
削
除
が
ど
の
よ
う
な
意
図
に
基
づ
い
た
か

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
削
除
の
指
示
は
『
懐

徳
堂
紀
年
』
の
特
に
後
半
部
分
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
木
菟
麻
呂
の
稿
本
中
、
幕
末
の
並
河
寒
泉
（
華
翁
）
に
関
す

る
記
述
が
特
に
詳
細
で
、
懐
徳
堂
の
歴
史
全
体
の
記
述
と
し
て
い
さ

さ
か
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
と
の
判
断
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え

木
菟
麻
呂
の
記
述
に
寒
泉
に
関
す
る
事
柄
が
多
か
っ
た
の
は
、
も

ち
ろ
ん
用
い
る
こ
と
の
出
来
た
資
料
が
多
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
で

あ
ろ
う
が
、
木
菟
麻
呂
自
身
に
外
祖
父
・
寒
泉
を
顕
彰
せ
ん
と
す
る

意
図
が
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
羽
倉
敬
尚
「
中

井
木
菟
麻
呂
翁
の
業
歴
ー
旧
教
聖
書
及
び
正
教
聖
典
の
翻
諄
に
献
身

盛
カ
ー
」
（
懐
徳
堂
堂
友
会
「
懐
徳
」
第
44
号
、
一
九
七
四
年
）
に
よ

れ
ば
、
「
並
河
華
翁
は
書
院
最
後
の
教
育
文
功
者
と
し
て
、
大
正
八
年

（
一
九
一
九
ー
竹
田
注
）
十
一
月
、
贈
正
五
位
の
榮
昏
に
浴
し
た
」

マ
マ

が
、
「
こ
の
表
賞
に
つ
い
て
は
府
営
局
の
依
嘱
」
に
よ
り
、
木
菟
麻

呂
が
「
偲
記
事
略
を
作
っ
て
提
出
」
し
て
い
る
。
中
村
健
之
介
・
中

村
悦
子
『
ニ
コ
ラ
イ
堂
の
女
性
た
ち
』
（
教
文
館
、
二

0
0
三
年
）
に

よ
れ
ば
、
木
菟
麻
呂
は
明
治
十
一
年
(
-
八
七
八
）
三
月
に
洗
礼
を

受
け
、
そ
れ
が
「
寒
泉
の
怒
り
を
か
い
、
義
絶
さ
れ
」
て
い
る
が
、

木
菟
麻
呂
に
と
っ
て
、
幕
末
の
懐
徳
堂
を
支
え
た
寒
泉
の
事
績
は
、

特
筆
す
べ
き
重
要
な
事
柄
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(10)
な
お
、
北
山
文
庫
本
に
お
け
る
墨
筆
の
修
正
の
内
、
第
三
十
葉
襄

第
二
行
の
、
「
東
旋
」
と
「
十
八
日
」
と
の
間
に
小
さ
な
「

O
」
を
加

筆
し
、
右
に
「

O
二
」
を
加
筆
し
た
修
正
、
及
び
第
三
十
三
葉
表
第

二
行
の
、
「
両
街
」
と
「
十
一
日
」
と
の
間
に
小
さ
な
「

O
」
を
加
筆
、

右
に
「

O
手
」
を
加
筆
し
た
修
正
は
、
新
田
文
庫
本
に
は
存
在
し
な

い
（
宮
内
庁
本
で
は
、
こ
の
二
箇
所
の
修
正
を
含
む
項
目
自
体
が
削

ら
れ
る
。
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除
さ
れ
て
存
在
し
な
い
）
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
木
菟
麻
呂
が
第
二
次

稿
本
完
成
後
、
第
一
次
稿
本
と
第
二
次
稿
本
に
同
一
の
修
正
を
加
え

よ
う
と
し
た
際
、
懐
徳
堂
記
念
会
に
呈
上
す
る
方
を
優
先
し
た
た
め
、

第
二
次
稿
本
（
北
山
文
庫
本
）
に
は
書
き
込
ん
だ
も
の
の
、
第
一
次

稿
本
（
新
田
文
庫
本
）
に
は
加
筆
し
忘
れ
た
た
め
に
生
じ
た
と
推
測

さ
れ
る
。

(11)

『
懐
徳
堂
紀
年
』
で
は
、
文
化
元
年
の
項
に
「
春
二
月
五
日
。
中
井

竹
山
卒
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
享
和
か
ら
文
化
へ
の
改
元
は
三
月

で
あ
る
か
ら
、
竹
山
の
没
年
は
享
和
四
年
で
あ
る
。

(
1
2
)
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
後
木
菟
麻
呂
は
、
「
懐
徳
堂
年
表
」

と
「
懐
徳
堂
年
譜
」
と
い
う
、
二
つ
の
懐
徳
堂
の
編
年
史
を
執
筆
し

た
。
「
懐
徳
堂
年
表
」
は
『
懐
徳
堂
紀
年
』
を
増
修
し
て
作
成
さ
れ
た

も
の
で
、
木
菟
麻
呂
が
私
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
現
在
所

在
不
明
で
、
未
見
で
あ
る
。
「
懐
徳
堂
年
贈
」
は
、
こ
の
「
懐
徳
堂
年

表
」
を
要
約
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
大
正
十
四
年
に
再
刊
さ
れ

た
『
懐
徳
堂
考
』
に
附
載
さ
れ
て
い
る
。

(
1
3
)
懐
徳
堂
記
念
会
と
木
菟
麻
呂
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
前
掲
中
村
健

之
介
・
中
村
悦
子
『
ニ
コ
ラ
イ
堂
の
女
性
た
ち
』
は
、
「
記
念
会
の
理

事
た
ち
は
中
井
家
を
冷
遇
す
る
傾
向
に
あ
」
り
、
そ
れ
は
理
事
た
ち

が
「
一
家
（
中
井
家
の
こ
と
I
竹
田
注
）
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ

た
こ
と
と
木
菟
麿
が
再
建
さ
れ
た
重
建
恢
徳
堂
の
学
主
（
校
長
）
に

な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
こ
と
」
に
反
発
を
感
じ
て
い
た
た
め
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
と
指
摘
す
る
。

[
付
記
]
小
論
は
平
成
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
•
基
盤
研
究

A

「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
懐
徳
堂
研
究
」
（
研
究
代

表
者
・
下
條
慎
司
[
大
阪
大
学
サ
イ
パ
ー
メ
デ
イ
ア
セ
ン
タ
ー
教

授
]
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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